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ご入学おめでとうございます。ようこそ甲府第一高校へ。 

本日から皆さんは、高校生として新たな学びの世界へと踏み出しま

す。高校での学習は、知識を身につけるだけでなく、社会や自分自身

について考え、視野を広げていくための大切な時間です。これからの

高校生活の中で、多くの問いと出会いながら、自分なりの考えを育て

ていってください。皆さんの挑戦を、職員一同でしっかりと支えてい

きます。 

 

【これからの社会で必要とされる力】 
今、私たちが生きている社会は、急速にそして大きく変化しています。 

自然災害の頻発、環境問題やエネルギー問題、地域や国を超えた対立、AI に代表されるデジタル技術

の急激な進歩など、私たちが向き合う課題は、年々複雑化・多様化しています。こうした課題は、一

つの学問、一つの視点だけでは解決できません。これからの社会では、様々な立場や分野の知識を結

びつけ、多角的に考え、よりよい答えを探り続ける力が求められています。 

高校で学ぶ教科・科目は、それぞれが独立したもののように見えるかもしれません。しかし、国語

は「考えを言葉にする力」、数学は「論理的に整理する力」、理科は「自然や現象を科学的に捉える視

点」、社会は「社会の仕組みや歴史から考える力」、英語は「世界とつながるための手段」といったよ

うに、どれも社会と向き合うために欠かせない力です。 

一つ一つの教科を大切に学び、その知識や考え方を結びつけることで、物事をより深く理解できるよ

うになります。高校での学びは、単なる知識の蓄積ではなく、社会を理解し、自分の進路を切り拓く

ための力を育てる時間なのです。 

本校の目指す生徒像は「世界に漕ぎ出す知の冒険者たれ」です。冒険とは、あらかじめ用意された

正解に向かって進むことではありません。未知の課題に向き合い、立ち止まり、考え、時には仲間と

意見を交わしながら前へ進んでいくことです。高校生活での学びや経験は、これから皆さんが社会へ

漕ぎ出していくための準備の時間です。自分なりの問いを持ち、学びを深めながら、知の冒険へと踏

み出していってください。 

 

 



【進路を考えるということ】 
進路と聞くと、「どの大学に行くか」「将来どんな仕事に就くか」といった具体的な答えを想像する

人も多いでしょう。しかし、本当に大切なのは、自分がどのように社会と関わり、どのように生きて

いきたいのかを考え続けることです。今すぐに明確な答えが見つからなくても構いません。授業、部

活動、学校行事、人との出会いを通して考え、悩み、迷いながら、少しずつ自分なりの方向を見つけ

ていってください。こうした力は、特別な人だけが身につけられるものではありません。毎日の授業

に真剣に向き合い、分からないことをそのままにせず考え続けること。生活リズムを整え、学習の習

慣を身につけること。これらの積み重ねが、将来、複雑な課題に向き合う力の土台となります。高校

生活の中で、日々の「当たり前」を大切にすることが、やがて大きな力へとつながっていきます。 

進路指導係は、皆さんに答えを与えることよりも、自分で考え、選び取る力を育てることを大切に

しています。迷うこと、悩むこと、立ち止まることは、決して後ろ向きなことではありません。それ

は、自分自身と真剣に向き合っている証です。学校には、相談できる教職員や仲間がいます。一人で

抱え込まず、対話を通して考えを深め、自分なりの進路を形づくっていきましょう。これから始まる

３年間を、考え、挑戦し、成長する時間にしていきましょう。職員一同、皆さんの高校生活を全力で

支えていきます。１年間、よろしくお願いします。 

 

【保護者の皆様へ】 
この度は、お子様のご入学、まことにおめでとうございます。 

本校での教育活動が、生徒自身の成長を支え、可能性を育む助けとなるよう、学校全体で取り組ん

でまいります。ご家庭におかれましても、どうかご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

まずは高校生活に慣れるため、「起床時刻・帰宅時刻・家庭学習開始時刻・就寝時刻」の４点固定に

よる生活リズムづくりへのご協力をお願いいたします。生活のリズムを整え、安定した学習習慣を身

につけることが、高校での学びや将来の進路実現に向けた大切な土台となります。 

また、現代社会は変化が激しく、将来の見通しが立てにくい時代とも言われています。そのような

中で高校生活は、「すぐに答えを出すこと」よりも、「考え続ける姿勢」を身につける重要な時期で

す。進路学習の根幹は、「自分は何者で、どのようなことに興味・関心を持ち、何を学び、どのように

社会と関わっていきたいのか」を、生徒自身が問い続けていく過程にあります。その道を歩むのは生

徒本人ですが、保護者の皆様には、「こどもの最大の支援者」として、結果だけ

でなく、悩み、考え、挑戦する過程を温かく見守っていただければ幸いです。ご

家庭での対話が、生徒の考えを深め、進路を具体化していく大きな力となりま

す。なお、保護者の皆様向けの進路研修会を、５月 22 日（金） に予定してお

ります。詳細は改めてご案内いたしますので、ぜひご参加ください。 


